
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○ システム監査指導員（１名）の設置

○ 各部局の業務システムサーバの統合 （H27年度　５件）

○ 携帯型端末等の情報機器の活用による業務の改善・効率化

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況14,102

達成― 96回 181回

　行政情報化推進事業

合計（A) 12,419 62,190

8件

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算 12,419

― 5人

1件

144回

1,952 3,008

合計 17,156 16,178 62,190

17,156 62,190

サテライトオフィス利

用回数

在宅勤務

直接

事業番号 02 02 09 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 行政情報化推進事業費行政情報化推進事業費行政情報化推進事業費行政情報化推進事業費
担

当

課

部局 企画振興部

課・室 情報政策課

     ５　電子自治体の推進 実施期間 H24 ～

県が関与

する理由

23人 達成 20人

5件 5件

県でなければ実施不可（内部管理）

【左記の説明、根拠法令等】

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail joho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５-１　高速交通・情報通信ネットワークの充実

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

　情報システムの構築・運用における最適化を図るなど行政情報化を推進する体制及び環境を整備する。

○ 情報システムや情報処理に関する高度な専門知識及び経験を有する人材を配置し、各部局の業務システムについて横断的な把

　　握・評価を行い最適化に努めている。

○ 仮想化統合基盤の構築・運用により各業務システムのサーバを統合し、経費削減、システム運用の効率化を図っている。

　　（H26年11月現在) 統合システム数 19件

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

・システム監査指導員の設置（1名）

・仮想化統合基盤（統合サーバ）の構築・運用

14,234 14,226 59,182

・タブレット端末の活用

・サテライトオフィス（３箇所）・在宅勤務

・テレビ会議・ペーパーレス会議

2,922

補正予算

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度 成果目標の達成状況

項目

庁内プライベートクラウ

ドへの統合システム数

達成

Aの

財源

14,102 17,156

60回

概　算

人件費

0.50 0.50 0.50 0.50

4,129

― 39回 60回 達成

12,393 13,338 16,178

テレビ会議

ペーパーレス会議

4,138

29 29 29 0

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・現在運用中の第一次統合基盤（第一次プライベートクラウド）は平成31年3月までの運用で、メモリ使用率がひっ迫している現状から、残

り運用期間での新規搭載は平成27年度で終了とし、第二仮想化統合基盤（平成29年10月運用開始予定）で新税務システムを統合する。

新税務システム及び第一次プライベートクラウドのリース満了後の受け皿として、第二次サーバ統合基盤（第二次プライベートクラウド）の

運用に向け、準備を進める。

・サテライトオフィスの増設やタブレット端末活用の拡大を図り、業務の改善や効率化を推進していく。

目標に対

する成果

の状況

・予定どおりシステムを統合することができた。（H27年度末現在、ｼｽﾃﾑ数：27件、サーバ数：56台）

・スマート県庁（サテライトオフィス、在宅勤務、テレビ会議、ペーパレス会議）は、いずれも目標を達成することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 16,522 17,467 20,316 66,328

― 38回 131回 達成 52回

4,129 4,138

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

12,390 14,073 17,127 62,190


